
小
室
翠
雲
の
南
画
継
承
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
―
『
南
画
鑑
賞
』
を
軸
と
し
て
―

田
　
　
中
　
　
想
　
　
子

　
　

は
じ
め
に

　

大
正
期
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
、
日
本
人
の
洋
画
家
の
多
く
が

な
ぜ
、
い
わ
ゆ
る
南
画）

1
（

を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か）

2
（

。
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学

し
た
中
村
不
折
や
満
谷
国
四
郎
、
児
島
虎
次
郎
、
後
期
印
象
派
や
フ
ォ
ー
ビ
ス
ム

な
ど
の
洗
礼
を
受
け
て
独
自
の
境
地
を
築
い
た
岸
田
劉
生
や
萬
鉄
五
郎
な
ど
が
描

い
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
が
『
南
画
鑑

賞
』
で
あ
る
。

　

そ
の
『
南
画
鑑
賞
』
編
集
の
主
宰
者
が
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
戦
前
ま
で
官
設

展
で
あ
る
文
展
・
帝
展
で
活
躍
し
た
小
室
翠
雲
（
一
八
七
四

－

一
九
四
五
）
で
あ

る
。
翠
雲
は
、
京
都
の
若
手
作
家
で
あ
る
水
田
竹
圃
、
河
野
秋
邨
、
三
井
飯
山

が
発
起
人
と
し
て
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
活
動
を
始
め
た
日
本
南
画
院

に
合
流
し
、
そ
の
後
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
南
画
鑑
賞
会
と
い
う
、
南
画

院
の
宣
伝
機
関
の
会
長
と
な
っ
た）

3
（

。
そ
の
機
関
紙
と
し
て
『
南
画
鑑
賞
』
が
毎
月

　
　
　

要　
　

旨

　

小
室
翠
雲
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
作
品
を
制
作
し
文
展
・
帝
展
で
活
躍
し
な

が
ら
、
廃
れ
か
け
て
い
た
日
本
の
南
画
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
普
及
活
動
を
試
み
た
南
画

家
で
あ
り
、「
南
画
鑑
賞
会
」
の
機
関
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
南
画
鑑
賞
』 

編
集
の

主
宰
者
で
も
あ
る
。
本
研
究
で
は
、『
南
画
鑑
賞
』
や
翠
雲
の
作
品
を
通
し
て
、
翠
雲

の
行
っ
た
南
画
普
及
活
動
の
意
義
や
成
果
を
考
察
し
た
。

　

翠
雲
は
様
々
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、「
自
分
が
思
う
本
当
の
南
画
」、「
後
世
に
遺

し
て
ゆ
く
た
め
の
南
画
」、「
普
及
し
て
ゆ
く
た
め
の
南
画
」
を
模
索
し
、
そ
の
成
果
を

世
の
中
へ
伝
え
、
洋
画
家
や
知
識
人
、
一
般
人
に
ま
で
広
く
南
画
の
良
さ
を
広
め
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
翠
雲
は
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
。
そ
の
結

果
、
晩
年
ま
で
続
け
た
翠
雲
の
南
画
普
及
活
動
は
、
後
世
に
も
南
画
が
遺
る
可
能
性
を

つ
く
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
小
論
で
は
『
南
画
鑑
賞
』
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
に
翠
雲
と
、
洋
画
家
、
一
般
人
と
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

①
小
室
翠
雲　

②
南
画　

③
文
人
画　

④
『
南
画
鑑
賞
』

＊
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発
行
さ
れ
、
南
画
院
が
解
散
し
た
の
ち
も
、
断
続
的
に
翠
雲
が
亡
く
な
る
直
前
の

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
本
論
で
は
、
翠
雲
や
弟
子
た
ち

の
作
品
、
そ
し
て
『
南
画
鑑
賞
』
を
通
じ
て
、
彼
が
果
た
し
た
南
画
普
及
の
役
割

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
　

一　

南
画
の
衰
退
と
翠
雲
の
思
う
「
南
画
」

　

は
じ
め
に
、「
南
画
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。「
南
画
」
の
定
義
が
極
め
て
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
議
論
が
さ

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る）

4
（

。
本
章
で
は
、
小
室
翠
雲
が
「
南
画
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
「
南
画
」
は
日
本
で
の
み
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
南
宗
画
や
文
人
画
と
同

義
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
は
異
な
る
意
味
で
あ
る
。
今
回
の
小

論
で
は
、
翠
雲
が
「
南
画
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
た
め
、「
南
画
」
と
す
る
。

　
「
南
画
」
を
語
る
上
で
外
せ
な
い
人
物
が
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡

倉
天
心
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
哲
学
者
、
政
治
・
経
済
学

者
で
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
、
ま
も
な
く
日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ

収
集
と
研
究
を
始
め
た
。
岡
倉
天
心
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
美
術
研
究
に
協
力

し
て
い
た
美
術
運
動
指
導
者
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、
南
画
は
日
本
独
自
の
美

術
で
は
な
い
た
め
、
日
本
美
術
に
お
い
て
は
悪
影
響
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
を
述

べ
て
い
る）

5
（

。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
天
心
と
い
っ
た
、
当
時
有
名
な
美
術
評
論
家
・
指
導

者
た
ち
に
よ
る
指
摘
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
「
南
画
に
対
し
て
の
印
象
」
へ
の
影

響
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
の
南
画
の
状
況
に
つ
い
て
、

翠
雲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

6
（

。

　
「
明
治
二
十
年
の
頃
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
が
、
日
本
固
有
な
る
美
術
の
眞
價
を
認

め
、
一
大
警
聲
を
傳
へ
て
、
吾
邦
藝
術
家
の
眠
り
を
醒
ま
し
た
際
に
も
、
南
畫
は

氏
の
眼
に
看
過
さ
れ
て
了
つ
た
。
南
畫
の
發
達
が
著
し
く
妨
げ
ら
れ
た
原
因
の
一

と
し
て
こ
れ
を
數
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

ま
た
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
一
〇
月
九
日
の
記

事
で
、
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
出
品
の
南
画
を
「
ツ
ク
ネ
イ
モ
山
水
」
と
酷
評

し
た
。
こ
れ
ら
の
批
評
に
よ
り
、
全
盛
を
誇
っ
た
南
画
も
た
ち
ま
ち
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
頃
か
ら
、「
南
画
」
の
再
評

価
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
植
田
彩
芳
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
そ
し
て
大

正
期
に
、「
新・

南
画
」（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）
ブ
ー
ム
が
訪
れ
る
。
橋
本
慎
司
氏

は
「
新・

南
画
」
に
つ
い
て
、
山
岡
米
華
、
松
林
桂
月
、
翠
雲
ら
が
「
南
画
」
の
同

時
代
性
と
近
代
性
を
目
指
し
、「
写
生
風
」
の
筆
致
を
用
い
て
「
南
画
」
に
実
在

感
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）

8
（

。
板
倉
聖
哲
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
ブ
ー

ム
は
洋
画
・
日
本
画
の
垣
根
を
越
え
た
も
の
で
、
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

は
旧
来
の
南
画
家
で
は
な
く
新
進
の
日
本
画
家
・
洋
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
い

う）
9
（

。

　

の
ち
に
翠
雲
は
、
自
身
が
書
い
た
『
南
画
讀
本）

₁₀
（

』 

に
て
「
南
畫
と
文
人
畫
の
差

異
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
南
画
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

 

一
と
口
で
い
へ
ば
、
南
畫
の
描
寫
形
式
を
簡
略
に
し
た
も
の
が
、
文
人
畫
で
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あ
る
。（
中
略
）
南
畫
の
起
り
は
、
職
業
画
家
の
繪
で
な
い
と
い
ふ
、
明
確

な
意
識
の
上
に
立
つ
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
南
畫
は
素
人
繪
だ
と
言
は
れ
て
ゐ
て
、

そ
れ
を
作
者
は
む
し
ろ
誇
り
に
し
て
ゐ
た
。
職
業
画
家
で
な
い
か
ら
、
あ
ん

ま
り
技
巧
に
囚
わ
れ
ず
に
、
素
人
ら
し
い
絵
を
描
い
て
も
一
向
恥
と
し
な
か

つ
た
。
か
か
る
藝
術
論
を
強
調
し
た
の
が
文
人
画
で
技
法
は
、
寫
生
や
密
描

で
な
く
、
略
描
で
あ
り
、
色
も
極
彩
色
を
用
ひ
ず
淡
彩
で
あ
る
の
を
特
徴
と

な
す）

₁₁
（

。

　

翠
雲
は
「
南
画
」
の
特
徴
と
し
て
素
人
ら
し
い
絵
や
、
色
調
が
淡
彩
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
中
国
の
古
く
か
ら
あ
る
文
人
画
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
『
南
画
讀
本
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
四
一
年
で
あ
り
、『
南
画
鑑
賞
』

刊
行
開
始
か
ら
八
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
あ
る
。
そ
の
頃
に
は
、「
新・

南
画
」
は
翠

雲
の
「
南
画
」
の
枠
に
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

翠
雲
は
、
画
家
人
生
の
な
か
で
「
新・

南
画
」
な
ど
様
々
な
南
画
制
作
に
挑
戦
し

た
。
し
か
し
、『
南
画
鑑
賞
』
を
経
て
、
素
人
ら
し
い
絵
が
「
南
画
」
で
あ
る
と

い
う
考
え
も
持
つ
に
い
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　

二　
『
南
画
鑑
賞
』
―
刊
行
の
経
緯
と
冊
子
の
内
容

　

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
、
主
導
し
て
い
た
日
本
南
画
院
は
解
散
と
な
っ
た

が
、
少
し
遡
っ
た
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
よ
り
、
翠
雲
は
一
般
人
に
南
画
を

普
及
さ
せ
る
た
め
に
南
画
鑑
賞
会
を
設
立
し
、
実
技
の
習
得
と
精
神
向
上
を
目
的

と
し
て
会
員
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
南
画
の
大
衆
へ
の
浸
透
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
会
員
の
た
め
に
刊
行
し
た
の
が
、
雑
誌
『
南
画
鑑
賞
』

で
あ
る）

₁₂
（

。
こ
の
『
南
画
鑑
賞
』
に
よ
っ
て
、
会
員
は
南
画
の
知
識
を
よ
り
体
系
的

に
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

南
画
鑑
賞
会
は
、
小
室
翠
雲
が
会
長
と
な
り
、
理
事
に
は
日
本
南
画
院
を
結
成

し
た
河
野
秋
邨
、
水
田
竹
圃
、
そ
し
て
日
本
南
画
院
同
人
の
福
田
浩
湖
、
矢
野
橋

村
、
人
見
少
華
、
安
田
半
圃
、
岸
浪
百
艸
居
、
赤
松
雲
嶺
、
水
越
松
南
、
田
中
咄

哉
州
、
矢
野
鐵
山
、
水
田
硯
山
、
白
倉
二
峰
、
翠
雲
の
弟
子
で
あ
る
岡
田
晴
峰
、

稲
村
虹
亭
、
南
画
家
の
須
網
雨
亭
が
い
る
。
ま
た
顧
問
に
美
術
評
論
家
の
河
野
桐

谷
、
日
本
南
画
院
の
客
員
で
あ
っ
た
山
口
玄
珠
、
古
川
北
華
が
所
属
し
て
い
た
。

関
西
で
活
動
し
て
い
た
者
た
ち
か
ら
は
、
河
野
秋
邨
、
水
田
竹
圃
、
矢
野
橋
村
ら

が
執
筆
陣
に
加
わ
っ
た
。

　
『
南
画
鑑
賞
』
の
巻
頭
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
南
画
鑑
賞
会
の
宣
伝
ペ
ー
ジ
か
ら

も
、
南
画
鑑
賞
会
に
つ
い
て
の
様
々
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

に
は
、
全
国
各
地
に
支
部
が
あ
り
、
支
部
長
に
は
地
方
に
お
い
て
信
望
の
あ
る
名

士
が
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
や
、
会
員
に
は
清
浦
奎
吾
、
若
槻
礼
次
郎
、
青
木
信
光
、

徳
富
蘇
峰
を
始
め
と
す
る
当
時
の
「
現
代
諸
名
流
」
か
ら
、
一
般
会
社
員
そ
の
他

の
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
南
画
鑑
賞
』
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
月
に
発
刊
さ
れ
た
第
三
巻
第

一
号
以
前
の
も
の
は
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム）

₁₃
（

で
は
見

つ
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
村
田
隆
志
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
、『
南
画
鑑
賞
』
の

前
身
と
さ
れ
る
『
南
画
鑑
賞
会
会
報
』
が
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
南
画
鑑
賞

会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。『
南
画
鑑
賞
』
は
も
と
も
と
小
室
翠
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雲
の
南
画
手
本
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
画
題
に
つ
い
て
の
講
義
録
を
付
し
て
南
画
鑑

賞
会
の
会
員
に
配
布
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
講
義
録
を
南
画
鑑
賞
会
会
報
の
扱

い
に
し
て
い
た
の
だ
。

　

第
三
巻
か
ら
は
翠
雲
が
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
の
第

十
三
巻
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
月
発
行
さ
れ
た）

₁₄
（

。
最
後
の
年
で
あ
る
一
九
四
四
（
昭
和

十
九
）
年
は
、
翠
雲
が
帝
室
技
芸
員
に
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
版
型
は
Ｂ
５
サ
イ

ズ
で
、
定
価
は
金
四
拾
銭
で
あ
る
。
た
だ
し
南
画
鑑
賞
会
の
会
員
に
は
毎
月
無
料

で
配
布
さ
れ
た
。
表
紙
（
図
１
）
は
、
第
六
巻
ま
で
翠
雲
本
人
が
手
掛
け
て
お
り
、

表
紙
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
そ
の
号
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

翠
雲
の
各
地
に
お
け
る
講
演
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
内
容
や
随
筆
の
ほ
か
、
南
画
院
所

属
画
家
、
学
者
の
論
考
や
体
験
談
、
美
術
評
論
、
さ
ら
に
は
質
疑
応
答
、
漢
詩
作

法
な
ど
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
員
の
公
募
展
で
あ
る
「
習
画
展
」
の
入

選
者
や
近
況
な
ど
の
南
画
鑑
賞
会
に
つ
い
て
の
情
報
も
、
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

各
巻
の
構
成
は
、
目
次
（
図
２
）、
口
絵
、
翠
雲
に
よ
る
巻
頭
言
、
二
〇
本
ほ

ど
の
美
術
評
論
・
随
筆
・
体
験
談
・
論
考
、
そ
れ
に
会
員
習
画
、
質
疑
応
答
と
い

う
よ
う
な
順
で
あ
る
。
美
術
評
論
な
ど
に
は
連
載
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

基
本
的
に
は
翠
雲
や
南
画
鑑
賞
会
の
理
事
・
顧
問
に
属
し
て
い
る
画
家
・
美
術
評

論
家
が
担
当
し
て
い
た
。
毎
号
、
目
次
の
次
に
は
白
黒
で
印
刷
さ
れ
た
口
絵
が
二

〜
一
〇
頁
分
程
度
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翠
雲
の
作
品
や
、
范
寛
な
ど
の
中
国
人
山

水
画
家
、
池
大
雅
な
ど
の
邦
人
画
家
の
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
南
画
院
展

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時
期
に
は
、
そ
の
出
品
画
が
二
〇
点
近
く
掲
載
さ
れ
る
。
原

色
刷
り
の
翠
雲
筆
の
口
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
（
図
３
）。
冊
子
の

後
半
に
は
口
絵
に
つ
い
て
の
説
明
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
画
題
辞
典
稿
本
」
と
い
う
一
つ
の
連
載
が
あ
り
、
こ
れ
は
毎
回
翠
雲
が
書
い

て
い
る
。
南
画
の
画
題
に
多
く
用
い
ら
れ
る
事
柄
や
人
物
に
つ
い
て
そ
れ
に
関

す
る
絵
と
共
に
、
一
つ
一
つ
詳
し
く
解
説
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
翠
雲
が
こ
れ
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
そ
の
頃
の

世
間
一
般
の
人
々
に
は
す
で
に
わ
か
ら
な
い
も
の
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
用
語
や
実
際
の
絵
を
知
る
こ
と
で
、
会
員
は
よ
り
深
く
南
画

を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分
で
描
く
こ
と
に
も
挑
戦
し
や
す
く
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
「
質
疑
応
答
」
は
、
読
者
で
あ
る
南
画
鑑
賞
会
の
会
員
が
質
問
を
出
し
、
そ
の

質
問
に
編
集
部
ま
た
は
教
育
部
が
答
え
る
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
質
問
は
南

画
や
日
本
画
な
ど
の
美
術
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
わ
ず
、
毎

回
素
朴
な
質
問
が
集
ま
る
。
例
と
し
て
は
、「
雅
号
は
別
段
姓
と
関
係
あ
る
字
を

選
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
か
」、「
絵
を
習
う
者
は
毎
日
何
時
間
ほ
ど
習
え
ば
上
達
す
る

で
し
ょ
う
か
」、「
絹
に
描
い
て
見
ま
し
た
と
こ
ろ
、
墨
を
は
じ
い
て
、
よ
く
つ
か

な
い
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
、
初
心
者
な
ら
で
は
の
疑

問
が
多
く
届
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
編
集
部
が
丁
寧
に
答
え
て
い
る
こ
と
で
、

会
員
は
よ
り
南
画
に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
基

礎
的
な
こ
と
や
気
に
な
っ
た
こ
と
を
存
分
に
聞
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
は
、

初
心
者
に
と
っ
て
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
手
軽
に
、
且
つ
深

く
南
画
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
終
号
と
な
っ
た
第
十
三
巻
第
二
号
は
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ
て
格
段
と
紙
の
材
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質
が
落
ち
て
い
る
。
こ
の
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
二

月
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
す
る
一
年
半
前
だ
っ
た
。
こ
の
号
の
巻
頭

言
で
翠
雲
は
『
士
大
夫
畫
家
の
眞
面
目
を
憶
へ
』
と
題
し
、「
一
億
の
憤
怒
は
正

に
心
頭
に
發
し
て
、
老
幼
男
女
を
問
は
ず
、
職
域
の
如
何
を
問
は
ず
、
慨
然
と
し

て
、
困
難
に
赴
か
ね
ば
な
ら
ぬ
重
大
時
期
が
来
つ
た
の
で
あ
る
。」
と
、
当
時
の

状
況
の
壮
絶
さ
を
述
べ
て
い
る
。
戦
争
に
よ
る
資
材
不
足
で
、
紙
の
質
を
落
と
さ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
も
『
南
画
鑑
賞
』
の
刊
行
を
諦
め
な
か
っ
た
姿
が
窺
え
る
。

最
終
号
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
翠
雲
に
よ
る
執
筆
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
巻
頭
言
や
会
員
習
画
の
選
評
は
必
ず
担
当
し
て
い
た
。「
余
輩
は
玆
に
お
い
て
、

先
師
草
雲
先
生
が
、
明
治
維
新
の
風
雲
急
な
る
に
際
し
、
慨
然
彩
管
を
銃
劒
に
換

へ
て
、
上
毛
の
野
に
馳
驅
せ
ら
れ
た
尊
き
事
蹟
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。」
と
も

記
し
て
お
り
、
明
治
維
新
の
際
に
筆
を
置
い
て
戦
い
に
出
た
、
師
で
あ
る
田
崎
草

雲
に
つ
い
て
、
沈
痛
な
想
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
草
雲
は
翠
雲
が
二
十
五
歳
の
時

に
亡
く
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
翠
雲
の
中
で
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
影
響
が

生
き
て
お
り
、
ど
れ
ほ
ど
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。
こ
の
巻
頭

言
の
最
後
に
は
、「
吁
、
士
大
夫
の
畫
家
な
る
哉
、
士
大
夫
の
畫
家
な
る
哉
、
我

徒
は
、
よ
く
之
を
憶
へ
。」
と
い
う
詩
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ど
ん
な
状
況

で
も
士
大
夫
の
よ
う
な
心
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
。

　

こ
の
最
終
号
と
な
っ
た
第
十
三
巻
第
二
号
に
あ
る
「
會
よ
り
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

で
は
、
代
理
部
の
当
分
の
う
ち
の
廃
止
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
代
理
部
と
は
、

南
画
講
習
の
用
具
用
材
を
会
員
に
販
売
す
る
部
の
こ
と
で
、
こ
の
号
を
も
っ
て
そ

の
販
売
も
中
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
第
十
一
回
南
画
鑑
賞
会
展
覧
会
の
予
定
で
は
、
六
月
の
予
定
が
十
月

に
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
刊
行
時
期
が
い
か
に
非
常
事
態
で
あ
っ
た
か
が
想
像

で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
十
三
巻
第
二
号
は
「
最
終
号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
訳

で
は
な
い
。
全
く
最
終
号
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
旨
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
戦
争
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
最
終
号

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
号
が
刊
行
さ
れ
た
五
か
月
後
の
一
九
四
四

（
昭
和
十
九
）
年
七
月
一
日
に
、
翠
雲
は
帝
室
技
芸
員
に
な
り
、
十
月
に
は
胃
腸

障
害
の
た
め
に
東
京
帝
国
大
学
病
院
に
入
院
し
た
。
そ
し
て
翌
年
一
九
四
五
年
三

月
三
〇
日
に
胃
腸
病
の
た
め
永
眠
し
た
。
南
画
の
行
く
末
を
案
じ
、
大
衆
へ
の
普

及
を
目
指
し
な
が
ら
、
志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　
　

三　

小
室
翠
雲
の
南
画
普
及

（
一
）
洋
画
家
た
ち
と
の
交
流
と
普
及

　
『
南
画
鑑
賞
』
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、
執
筆
陣
に
南
画
関
係
の
人
物
だ
け
で

な
く
、
他
分
野
の
人
た
ち
と
共
に
南
画
に
つ
い
て
の
事
柄
を
扱
っ
た
と
い
う
点
が

あ
る
。
と
り
わ
け
、『
南
画
鑑
賞
』
で
は
、
多
く
の
洋
画
家
の
南
画
に
関
す
る
美

術
評
論
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
洋
画
家
た
ち
が
南
画
に
対
し
て
ど

う
考
え
て
い
た
か
を
読
み
取
っ
て
い
き
た
い
。

　

私
が
閲
覧
し
た
『
南
画
鑑
賞
』
の
中
で
確
認
で
き
た
、
執
筆
し
て
い
る
洋
画
家

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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石
井
柏
亭
、
伊
藤
廉
、
猪
熊
弦
一
郎
、
今
関
啓
司
、
内
田
巌
、
海
老
原
喜
之
助
、

太
田
三
郎
、
川
島
理
一
郎
、
木
村
荘
八
、
児
島
善
三
郎
、
里
見
勝
蔵
、
曾
宮
一
念
、

鳥
海
青
児
、
中
川
一
政
、
鍋
井
克
之
、
野
口
駿
尾
、
野
間
仁
根
、
長
谷
川
三
郎
、

藤
田
嗣
治
、
牧
野
虎
雄
、
正
宗
得
三
郎
、
山
下
新
太
郎
（
五
〇
音
順
）

　

今
回
は
、
執
筆
し
た
洋
画
家
の
中
で
も
南
画
の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
児

島
善
三
郎
、
藤
田
嗣
治
、
牧
野
虎
雄
の
文
章
を
取
り
上
げ
る
。

　

児
島
善
三
郎

　

児
島
善
三
郎
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
生
ま
れ
の
洋
画
家
で
、
終
始
独

立
美
術
協
会
創
立
以
来
の
中
心
的
作
家
と
し
て
同
会
の
発
展
に
つ
く
す
と
共
に
、

多
く
の
す
ぐ
れ
た
作
品
を
発
表
し
た
人
物
で
あ
る）

₁₅
（

。
児
島
は
一
九
三
八
（
昭
和

十
三
）
年
発
行
の
第
五
巻
第
六
号
で
、「
南
画
の
将
来
に
就
い
て
」
と
い
う
題
で

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る）

₁₆
（

。

　
　

 

現
在
南
畫
家
と
自
称
し
て
ゐ
る
人
も
、
今
迄
の
南
畫
の
形
式
で
は
將
來
性
な

き
も
の
と
思
つ
て
ゐ
る
で
あ
ろ
う
し
、
今
迄
の
形
式
で
も
南
畫
の
生
命
は
將

來
も
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
人
は
、
若
い
人
に
は
絶
對
に
あ
る
ま
い
。
で
は
、

南
畫
は
何
處
に
往
く
べ
き
か
と
聞
か
れ
た
場
合
、
私
は
南
畫
と
云
ふ
概
念
を

去
つ
て
自
分
の
信
ず
る
畫
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
南
畫
の
將
來
性
は
な

い
だ
ろ
う
と
思
ふ
。

　

ま
た
、
別
の
ペ
ー
ジ
で
は
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

南
畫
は
既
に
過
去
の
世
界
だ
。
南
畫
を
忘
れ
て
、
新
ら
し
い
東
洋
の
精
神
の

中
に
南
畫
を
發
見
す
る
こ
と
、
そ
れ
よ
り
外
に
南
畫
の
復
活
は
な
い
と
私
は

固
く
信
じ
る
。

　

南
画
の
将
来
を
危
惧
し
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
従
来
の
南
画
を
復
興
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
者
に
対
し
て
の
厳
し
い
意
見
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
洋
画
家
の
立
場

か
ら
見
て
も
「
過
去
の
ま
ま
の
南
画
」
に
復
興
の
余
地
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
児
島
は
洋
画
家
に
も
関
わ
ら
ず
、
代
々
木
初
台
か
ら
北
多

摩
郡
国
分
寺
に
転
居
し
た
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
か
ら
一
九
五
一
（
昭
和

二
六
）
年
ま
で
、
水
墨
画
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。
油
彩
画
に
お
い
て
児
島
様
式

と
も
い
え
る
風
景
画
を
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
あ
り
、
こ
の
南
画
・
水
墨
画
へ

の
試
み
が
、
そ
う
し
た
油
彩
画
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
副
島
三

喜
男
氏
は
述
べ
て
い
た）

₁₇
（

。

　

児
島
も
自
身
の
作
品
に
南
画
的
様
式
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
南
画
の
将
来
を
憂
え
て
手
厳
し
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

批
判
的
な
意
見
も
言
え
る
『
南
画
鑑
賞
』
は
、
南
画
に
興
味
を
持
ち
、
深
く
知
り

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
者
た
ち
の
な
か
で
、
自
由
で
風
通
し
の
良
い
場
所
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

藤
田
嗣
治

　

同
じ
く
洋
画
家
で
あ
る
藤
田
嗣
治
も
、『
南
画
鑑
賞
』
に
数
篇
、
自
身
の
南
画

に
対
す
る
想
い
を
遺
し
て
い
る
。
藤
田
は
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
生
ま
れ
で

の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
し
た
洋
画
家
で
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
東

京
美
術
学
校
に
入
学
し
黒
田
清
輝
、
和
田
英
作
に
学
ぶ
。
国
内
で
は
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
以
降
帝
展
に
出
品
し
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
帝
展
審
査

員
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
科
会
会
員
と
な
り
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）

年
帝
国
芸
術
院
会
員
に
な
る
が
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
辞
任
し
た
。
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一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
南
画
鑑
賞
』
第
四
巻
第
二
号
に
て
、

藤
田
は
そ
の
時
代
の
南
画
家
や
南
画
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る）

₁₈
（

。

　
　

 　

私
の
南
畫
家
へ
の
希
望
は
要
す
る
に
傳
統
を
深
く
體
得
し
た
上
で
、
清

新
な
自
然
の
感
情
に
よ
つ
て
更
に
立
派
に
生
き
返
つ
た
南
畫
を
創
つ
て
行
く

事
で
あ
る
。（
中
略
）
南
畫
家
が
傳
統
を
無
視
し
て
よ
ろ
し
い
道
理
は
無
い
。

け
れ
ど
も
更
に
一
歩
、
傳
統
を
今
一
度
見
直
し
て
、
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
今
迄

に
扱
は
れ
て
来
た
そ
の
同
じ
も
の
に
、
今
一
度
新
し
く
解
釋
を
加
へ
て
潑
溂

と
し
た
想
像
力
を
補
つ
て
行
か
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
ふ
。

　
「
更
に
立
派
に
生
き
返
つ
た
南
畫
を
創
つ
て
行
く
事
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
の
言

葉
か
ら
、
藤
田
が
南
画
は
一
度
死
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
で
あ
り
、
新
南

画
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
一
九
一
〇
年
代
よ
り
二
〇
年
も
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
南
画
の
復
興
に
は
新
南
画
で
は
足
り
ず
、
更
な
る
進
化
が
必
要
だ
と
藤

田
は
考
え
て
い
た
。
ま
た
そ
の
文
章
の
あ
と
に
は
、「
新
し
い
見
方
か
ら
す
れ
ば

東
洋
の
繪
、
殊
に
南
畫
の
構
圖
な
ど
は
可
な
り
大
膽
に
改
革
す
る
と
面
白
い
と
思

ふ
。」
と
、
南
画
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
提
案
も
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
る

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
が
日
本
滞
在
中
に
南
画
院
の
展
示
を
見
物
し
に
い
っ
た
際

に
、
藤
田
は
通
訳
と
し
て
同
行
し
て
い
る）

₁₉
（

。
こ
れ
ら
の
言
動
か
ら
、
藤
田
は
南
画

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
南
画
の
復
興
に
対
し
て
も
協
力
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
推
測
が
で
き
る
。

　

牧
野
虎
雄

　

牧
野
虎
雄
も
、
南
画
に
つ
い
て
の
想
い
を
『
南
画
鑑
賞
』
で
綴
っ
て
い
る
。
牧

野
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
生
ま
れ
の
、
多
摩
帝
国
美
術
学
校
（
現
多
摩

美
術
大
学
）
の
洋
画
家
主
任
教
授
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
洋
画
家
で
あ
る
。

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に
入
学
し
、
藤
島
武
二
、

黒
田
清
輝
の
指
導
を
受
け
同
校
の
特
待
生
と
な
っ
た
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
南
画
鑑
賞
』
第
四
巻
第
九
号
で
牧
野
は
、「
吾
々
の
有
つ
べ

き
南
畫
的
要
素
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
随
筆
を
書
い
て
い
る
。
牧
野
は
南
画
に
対

し
て
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る）

₂₀
（

。

　
　

 

た
ゞ
私
が
絶
え
ず
頭
の
裡
に
ゑ
が
い
て
ゐ
る
の
は
、
古
人
の
崇
高
な
魂
と
雄

渾
な
力
と
が
築
い
た
殿
堂
で
あ
り
、
現
代
の
畫
家
は
こ
れ
に
向
つ
て
謙
愿
な

心
持
で
頭
を
垂
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
其
の
殿
堂

か
ら
漏
れ
る
光
こ
そ
、
現
代
畫
家
の
歩
む
べ
き
進
路
を
最
も
よ
く
照
ら
し
て

く
れ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
ゐ
る
。

　

牧
野
の
主
張
は
、「
古
人
の
崇
高
な
魂
と
雄
渾
な
力
と
が
築
い
た
殿
堂
」
と
い

う
古
い
南
画
の
精
神
的
な
部
分
を
、
現
代
画
家
が
受
け
継
い
で
ゆ
く
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
い
南
画
家
を
見
習
っ
て
、
作
品
を
創
っ
て
行
く
こ
と
が
、

そ
の
当
時
の
日
本
南
画
家
た
ち
に
も
必
要
な
こ
と
で
、
そ
の
心
を
忘
れ
て
は
そ
の

先
の
道
へ
は
進
ん
で
い
け
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
洋
画
家
た
ち
の
中
に
は
南
画
に
興
味
を
持
ち
、
自
ら
の
作
品

に
取
り
入
れ
る
者
や
「
南
画
が
復
活
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
彼
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ら
な
り
の
提
言
を
考
え
『
南
画
鑑
賞
』
に
て
発
表
し
て
い
る
者
た
ち
が
い
た
。
そ

の
よ
う
な
南
画
家
で
は
な
い
芸
術
家
た
ち
の
意
見
も
、
南
画
を
学
ん
で
ゆ
く
者
に

と
っ
て
は
刺
激
に
な
り
、
南
画
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
道
標
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。
ま
た
洋
画
家
た
ち
が
南
画
的
趣
向
を
取
り
入
れ
て
ゆ
く
と
き
の
教

科
書
の
よ
う
な
役
割
を
も
果
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
一
般
へ
の
普
及
教
育
活
動
（
鑑
賞
と
実
践
）

　

翠
雲
は
『
南
画
鑑
賞
』
の
刊
行
や
講
座
・
塾
を
中
心
に
、
一
般
へ
の
普
及
を
行
っ

た
。
で
は
、
実
際
に
南
画
の
ど
の
部
分
を
大
切
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
翠
雲
は
、
一
般
の
人
に
広
め
る
た
め
に
ど
う
い
っ
た

こ
と
に
留
意
し
て
記
述
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
探
っ
て

ゆ
こ
う
。

　

翠
雲
自
身
の
著
書
で
あ
る
『
翠
雲
爐
邊
畫
談
』
の
冒
頭
で
は
こ
う
語
ら
れ
て
い

る
。

　
　

 

殊
に
私
の
唱
道
し
て
ゐ
る
南
畫
道
で
は
、
南
畫
を
習
練
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

人
格
を
陶
冶
し
品
性
を
薫
育
す
る
こ
と
が
眞
髄
で
あ
る
か
ら
、
先
覺
者
の
爲

人
や
そ
の
生
活
を
知
る
こ
と
は
、
一
面
、
畫
を
描
く
と
云
ふ
こ
と
よ
り
も
又

大
切
な
こ
と
で
あ
る）

₂₁
（

。

　
『
南
画
鑑
賞
』
で
は
度
々
、
池
大
雅
や
田
能
村
竹
田
、
渡
辺
崋
山
な
ど
と
い
っ

た
日
本
南
画
の
先
覚
者
・
活
躍
者
た
ち
に
つ
い
て
の
特
集
号
が
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
号
で
は
特
集
画
家
に
つ
い
て
の
雑
考
、
友
人
関
係
、
年
表
な
ど
当
該

画
家
に
つ
い
て
の
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
知
識
も
、
翠
雲

が
一
般
人
に
対
し
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
あ
り
、
南
画
を
実
践
す
る
上
で

必
要
と
考
え
て
い
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
普
及
に
お
い
て
大
事
に
し
て
い
た
こ
と

の
一
つ
で
あ
る

　

こ
の
よ
う
な
特
集
号
で
、
岡
倉
天
心
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
天
心
が
南
画
の
衰
退
に
果
た
し
た
役
割
を
思
う
と
き
、
奇
異

に
映
る
。
岡
倉
天
心
は
過
去
に
南
画
に
つ
い
て
「
日
本
独
自
の
美
術
で
は
な
い
た

め
、
日
本
美
術
に
お
い
て
は
悪
影
響
で
あ
る
」
と
批
評
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

翠
雲
は
特
編
・
岡
倉
天
心
号
で
、「
恂
に
（
天
心
）
先
生
の
如
き
は
、
東
洋
精
神

と
そ
の
美
術
文
化
の
昂
揚
を
以
て
、
一
死
國
に
報
ぜ
ら
れ
た
る
大
先
覚
と
し
て
、

流
派
黨
與
の
如
何
を
問
は
ず
甚
深
の
感
謝
を
捧
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。」
と
語
っ
て

い
る
。
ま
た
編
集
部
は
「（
天
心
先
生
は
）
必
ず
し
も
正
し
い
南
畫
の
理
解
者
で

あ
つ
た
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
現
代
美
術
界
の
基
礎
を
築
い
た
人
と
し
て

（
中
略
）
日
本
文
化
を
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
功
績
は
何
人
も
辭
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。」
と
綴
っ
て
い
る
。
日
本
南
画
界
に
と
っ
て
は
衰
退
の
理
由
の
一
つ
に
な

り
か
ね
な
い
発
言
を
し
た
岡
倉
天
心
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

南
画
鑑
賞
会
に
と
っ
て
も
無
視
し
得
な
い
天
心
の
影
響
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
翠
雲
は
南
画
ら
し
い
墨
画
淡
彩
（
図
４
）
か
ら
、
大
和
絵
の
よ

う
に
彩
色
豊
か
な
も
の
（
図
５
）
ま
で
様
々
な
作
品
を
制
作
し
て
い
る
が
、
南
画

鑑
賞
会
の
会
員
が
提
出
す
る
習
画
を
見
る
と
、
墨
画
淡
彩
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
に
、
画
材
の
入
手
し
や
す
さ
、
そ
し
て
手
本
の
真

似
し
や
す
さ
を
重
視
し
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
翠
雲
な
り
の
誰
で
も
描
き
や
す
く

気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
南
画
は
墨
画
淡
彩
で
あ
り
、
翠
雲
が
一
般
人
に
普
及
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し
て
い
た
南
画
だ
っ
た
の
だ
。『
南
画
鑑
賞
』
内
に
挿
入
さ
れ
る
原
色
刷
り
の
翠

雲
筆
の
口
絵
（
図
３
）
も
、
そ
の
手
本
の
一
例
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
翠
雲
が
い

ろ
い
ろ
な
絵
柄
を
描
い
て
い
た
の
は
、
普
及
の
戦
略
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す

る
。

　

具
体
的
な
指
導
の
手
段
と
し
て
、『
南
画
鑑
賞
』
の
「
会
員
習
作
画
選
評
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
会
員
習
作
画
選
評
」
で
は
、
南
画
鑑
賞
会
の

会
員
が
提
出
し
た
習
作
画
を
、
翠
雲
が
批
評
、
添
削
を
す
る
。
一
つ
の
絵
に
つ
き

二
文
程
度
で
、
基
本
的
に
や
さ
し
く
称
賛
を
す
る
。
第
四
巻
第
十
号
か
ら
は
、
習

作
画
を
提
出
し
た
会
員
に
第
一
級
か
ら
第
五
級
ま
で
の
階
級
が
付
け
ら
れ
た
。
ま

た
一
定
の
期
を
見
て
、
成
績
を
鑑
み
て
公
平
に
進
級
さ
れ
る
方
針
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
批
評
の
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　

 

今
回
提
出
の
作
品
中
に
は
、
こ
の
富
士
山
を
描
い
た
も
の
が
相
當
に
あ
っ
た

が
、
結
局
、
霞
堂
氏
の
作
を
佳
作
に
選
ん
だ
。
技
巧
の
點
か
ら
言
へ
ば
、
も

つ
と
達
者
の
も
二
三
あ
つ
た
の
だ
が
、
東
海
神
秀
の
氣
分
が
、
こ
の
作
に
一

番
よ
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
作
を
佳
作
に
選
ん
だ
の
で
あ
る）

₂₂
（

。

　

霞
堂
氏
と
い
う
の
は
、
そ
の
習
作
画
を
提
出
し
た
会
員
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

批
評
を
見
る
と
、
単
な
る
絵
の
巧
拙
で
評
価
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。
や
は
り
、「
文
人
画
」
の
特
徴
で
あ
る
、
素
人
ら
し
い
が
心
を

こ
め
て
描
く
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
、
指
導
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
最
終
号
と
な
っ
た
第
十
三
巻
第
二
号
ま
で
続
い
て

い
た
。
翠
雲
は
、
世
情
や
地
震
の
体
調
不
良
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
の
最
後
ま

で
、
会
員
の
向
上
心
に
寄
り
添
い
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
弟
子
た
ち
へ
の
指
導

　

翠
雲
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
六
）
年
に
麹
町
に
て
「
環
堵
画
塾
」
と
い
う
画

塾
を
開
い
た
。『
南
画
鑑
賞
』
な
ど
の
刊
行
物
だ
け
で
な
く
、
直
接
指
導
を
す
る

弟
子
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
弟
子
た
ち
は
栃
木
県
に
所
縁
が
あ
る
者
が
多
く
、

「
日
本
南
画
院
展
」「
環
堵
画
塾
展
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会
に
出
展
し
た
。

翠
雲
の
弟
子
た
ち
の
描
い
て
い
た
南
画
作
品
は
、
翠
雲
の
南
画
と
は
ま
る
で
画
風

が
異
な
っ
て
い
た
。
翠
雲
は
、
弟
子
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
翠
雲
の
弟
子
は
各
地
に
存
在
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
な
か
で
も
影
響

を
よ
り
濃
く
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
栃
木
出
身
の
弟
子
た
ち
に
限
定
し
て
作
品
を

見
て
ゆ
く
。

　

作
品
を
見
て
い
く
と
、
大
山
魯
牛
や
石
川
寒
巌
の
筆
致
や
構
図
な
ど
に
、
翠
雲

の
指
導
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
魯
牛
の
〈
三
秋
逸
興
図
〉（
図
６
）

や
寒
巌
の
〈
踏
断
流
水
〉（
図
７
）
は
、
翠
雲
の
〈
茅
屋
望
渓
図
〉（
図
８
）
や
〈
竹

林
山
水
図
〉（
図
９
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
米
点
や
、
遠
近
を
感
じ
さ
せ
る
山
水

の
感
じ
、
ま
た
山
や
崖
の
形
が
特
徴
的
な
四
角
い
形
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
、
翠

雲
の
作
品
と
の
類
似
点
が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
魯
牛
の
〈
暮
靄
〉（
図
10
）
や
寒
巌
の
〈
夕
〉（
図
11
）
は
翠
雲
の
作

品
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
画
風
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
翠
雲
の
師
で
あ
る
草
雲
の

〈
浅
間
山
麓
軍
議
図
・
龍
昇
天
図
〉（
図
12
）
や
〈
蓬
莱
仙
宮
図
〉（
図
13
）
の
、

上
下
を
意
識
し
た
構
図
や
濃
淡
の
付
け
方
が
近
い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
理
由
は

お
そ
ら
く
、
画
塾
で
の
手
本
と
し
て
、
翠
雲
の
師
で
あ
る
田
崎
草
雲
時
代
以
来
の

粉
本
を
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
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た
、
翠
雲
が
弟
子
た
ち
に
、
草
雲
の
粉
本
以
外
の
作
品
も
間
近
で
鑑
賞
さ
せ
て
い

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
翠
雲
は
、
自
分
な
り
の
南
画
を
伝
授
し
な
が
ら
も
、

関
東
南
画
も
受
け
継
が
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
小
室
翠
雲
や
弟
子
た
ち
の
作
品
、
そ
し
て
『
南
画
鑑
賞
』
を
通
じ

て
、
翠
雲
が
果
た
し
た
南
画
普
及
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
師

で
あ
る
草
雲
に
こ
の
ま
ま
で
は
廃
れ
て
し
ま
う
状
態
だ
っ
た
南
画
の
今
後
を
託
さ

れ
た
翠
雲
は
、
様
々
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、「
自
分
が
思
う
本
当
の
南
画
」、「
後

世
に
遺
し
て
ゆ
く
た
め
の
南
画
」、「
普
及
し
て
ゆ
く
た
め
の
南
画
」
を
模
索
し
、

そ
の
成
果
を
世
の
中
へ
伝
え
、
洋
画
家
や
知
識
人
、
一
般
人
に
ま
で
広
く
南
画

の
良
さ
を
広
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
南
画
の
新
た
な
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
多
く
の
人
々
と
繋
が
り
南
画
の
描
き
方
や
知
識
を
伝
え
る
こ

と
の
で
き
た
『
南
画
鑑
賞
』
は
、
翠
雲
の
南
画
普
及
に
役
立
っ
た
方
法
の
一
つ
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
当
時
、
洋
画
家
が
実
験
的
に
試
み
て
い
た
南
画

と
共
通
の
要
素
を
持
つ
傾
向
の
作
品
群
に
も
注
目
し
、
積
極
的
に
意
義
を
認
め
た

翠
雲
の
開
明
的
な
態
度
に
は
、
近
代
の
南
画
の
牽
引
者
で
あ
っ
た
彼
の
独
自
性
が

強
く
表
れ
て
い
る
。

　

遺
さ
れ
た
課
題
は
余
り
に
も
多
い
。
今
後
は
、
翠
雲
作
品
の
精
査
を
通
じ
て
、

翠
雲
作
品
の
本
質
、
弟
子
た
ち
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ
き
た
い
。 

註（
1
）  

こ
こ
で
は
、
翠
雲
が
『
南
画
鑑
賞
』
と
い
う
雑
誌
を
主
宰
し
て
い
た
こ
と
の
意
義
を

鑑
み
て
、
南
画
と
い
う
語
を
用
い
る
。

（
２
）  

南
画
と
洋
画
の
関
わ
り
、
西
洋
美
術
史
と
も
関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
飯
尾
氏
の
先
行
研
究
が
あ
る
。（
飯
尾
由
貴
子
「
岸
田
劉
生
の
日
本
画
に

つ
い
て
」https://w

w
w

-art.aac.pref.aichi.jp/collection/pdf/2009/apm
oab-

ulletinkim
ura2009p21-41.pdf

）

（
3
）  

村
田
隆
志
「(

旧)

日
本
南
画
院
の
活
動
と
そ
の
意
義
―
現
代
水
墨
画
へ
の
影
響
を
め

ぐ
っ
て
―
」
に
よ
っ
た
。https://w

w
w

.bijutsushi.jp/pdf-fi les/reikai-youshi/

　
　
　

2017_07_15_nishi_02_m
urata.pdf

（
４
）  「
南
画
」
の
定
義
に
関
し
て
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
中
谷
伸
生
「
第
９
章
日
本
の
文

人
画
と
東
ア
ジ
ア
」『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
―
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア

ジ
ア
美
術
史
の
構
想
へ
』（
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
が
詳
し
い
。

（
５
）  

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
の
講
演
『
美
術
真
説
』
で
詩
画
一
体

の
文
人
画
様
式
の
限
界
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
の

講
演
『
日
本
美
術
工
芸
ハ
果
シ
テ
欧
米
ノ
需
用
ニ
適
ス
ル
ヤ
否
』
で
も
、
中
国
か

ら
文
人
画
が
輸
入
さ
れ
た
た
め
、
日
本
の
人
民
の
気
韻
好
尚
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と

の
指
摘
を
し
た
。
岡
倉
天
心
は
東
京
美
術
学
校
で
の
日
本
美
術
史
講
義
で
、
南
画

を
「
支
那
崇
拝
」「
支
那
癖
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
中
国
的
な
性
質
か
ら
「
国
民
観

念
の
代
表
物
た
る
美
術
」
か
ら
排
除
し
た
。

（
６
）  
小
室
翠
雲
「
南
畫
の
旣
往
及
び
將
來
」『
美
術
画
報
』（
弐
巻
四
十
六
編
、
畫
報
社
、

一
九
二
二
年
）
二
二
頁
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（
７
）  

植
田
彩
芳
子
「
明
治
後
期
に
お
け
る
南
画
再
評
価
に
つ
い
て
」http://w

w
w

.

l.u-tokyo.ac.jp/~artist/gakkai2008/presentation/presentation19.pdf
（
８
）  
橋
本
慎
司
「
南
画
か
ら
近
代
南
画
へ
の
道
の
り
―
関
東
画
壇
を
中
心
と
し
て
」

『
栃
木
に
お
け
る
南
画
の
潮
流
―
文
晁
か
ら
魯
牛
ま
で
』（
栃
木
県
立
美
術
館
、

二
〇
二
一
年
）
二
五
頁

（
９
）  

板
倉
聖
哲
「「
南
画
家
」
小
室
翠
雲
―
大
正
年
間
後
期
を
中
心
と
し
て
」『
小
室
翠

雲
（
１
８
７
４

－

１
９
４
５
）
展
―
館
林
に
生
ま
れ
近
代
南
画
の
大
家
に
―
』（
群

馬
県
立
館
林
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）
五
六
頁

（
10
）
小
室
翠
雲
『
南
畫
讀
本
』（
艸
書
房
、
一
九
四
一
年
）
二
〇
〇
頁

（
11
）
註
一
〇
前
掲
書
二
〇
一
、二
〇
二
頁

（
12
）
註
九
前
掲
書
、
二
八
頁

（
13
）  

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
を
利
用
し
た
。　
　

https://ndlonline.ndl.go.jp/#!/

　

https://ci.nii.ac.jp/books

（
14
）  

第
八
巻
は
第
十
号
ま
で
、
第
九
巻
は
十
号
ま
で
、
第
十
巻
は
十
一
号
ま
で
、
第

十
二
巻
は
第
十
一
号
ま
で
発
刊
さ
れ
た
。

（
15
）  

児
島
善
三
郎
／
東
文
研
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https://w
w

w
.tobunken.

go.jp/m
aterials/bukko/9133.htm

l　
（
二
〇
二
二
年
九
月
十
三
日
入
手
）

（
16
）  

児
島
善
三
郎
「
南
畫
の
將
來
性
に
就
て
」『
南
画
鑑
賞
』（
第
五
巻
第
六
號
、
南
画

鑑
賞
会
、
一
九
三
八
年
）
一
二
頁

（
17
）  

副
島
三
喜
男
「
児
島
善
三
郎
の
日
本
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」『
生
誕
１
０
０
年
記
念
児
島

善
三
郎
展
』（
生
誕
１
０
０
年
記
念
児
島
善
三
郎
実
行
委
員
会
、
福
岡
市
美
術
館
、

千
葉
そ
ご
う
美
術
館
、
茨
城
県
近
代
美
術
館
、
小
田
急
美
術
館
、
三
重
県
立
美
術
館
、

一
九
九
四
年
）
十
二
頁

（
18
）  

藤
田
嗣
治
「
日
本
畫
家
に
望
む
」『
南
画
鑑
賞
』（
第
四
巻
第
二
號
、
南
画
鑑
賞
会
、

一
九
三
五
年
）
八
〜
一
二
頁

（
19
）  

藤
田
嗣
治
「
コ
ク
ト
オ
の
南
畫
院
評
」『
南
画
鑑
賞
』（
第
五
巻
第
七
號
、
一
九
三
六

年
）
二
〜
五
頁

（
20
）  

牧
野
虎
雄
「
吾
々
の
有
つ
べ
き
南
畫
的
要
素
」『
南
画
鑑
賞
』（
第
四
巻
第
九
號
、

南
画
鑑
賞
会
、
一
九
三
五
年
）
二
一
〜
二
三
頁

（
21
）
小
室
翠
雲
『
翠
雲
爐
邊
畫
談
』（
國
畫
刊
行
會　

小
森
繁
雄
、
一
九
三
五
年
）
一
頁 

（
22
）『
南
畫
鑑
賞
』（
第
十
三
巻
第
二
號
、
南
画
鑑
賞
会
、
一
九
四
四
年
）
二
八
頁

参
考
文
献

小
室
翠
雲
『
日
本
畫
の
描
き
方
』（
誠
文
堂
、
一
九
三
〇
年
）

小
室
翠
雲
『
翠
雲
爐
邊
畫
談
』（
國
畫
刊
行
會
・
小
森
繁
雄
、
一
九
三
五
年
）

小
室
翠
雲
『
南
畫
讀
本
』（
艸
書
房
、
一
九
四
一
年
）

小
室
翠
雲
『
翠
雲
随
筆
』（
於
保
丹
編
、
丹
青
書
房
、
一
九
四
三
年
）

河
北
倫
明
『
近
代
日
本
画
論
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
八
年
）

米
沢
嘉
圃
、
吉
沢
忠
『
日
本
の
美
術
２
３
巻　

文
人
画
』（
平
凡
社
、
一
九
六
六
年
）

文 
化
庁
『
文
化
財
講
座　

日
本
の
美
術
４
絵
画
（
明
治
〜
昭
和
）』（
第
一
法
規
、
一
九
七
八

年
）

浦
崎
永
錫
『
日
本
近
代
美
術
発
達
史
〔
明
治
篇
〕』（
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
）

辻
惟
雄
『
激
動
期
の
美
術
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
）
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青
木
茂
編
『
明
治
日
本
画
史
料
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
一
年
）

中 
谷
伸
生
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
―
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
構

想
へ
』（
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

酒 

井
哲
朗
「
大
正
期
に
お
け
る
南
画
の
再
評
価
に
つ
い
て
―
新
南
画
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
宮

城
県
美
術
館
研
究
紀
要
』（
第
三
号
、
一
九
八
八
年
）

村 

田
隆
志
「
田
中
一
村
と
近
代
の
南
画
家
た
ち
―
小
室
翠
雲
・
松
林
桂
月
と
の
関
係
と
そ

の
影
響
」『
田
中
一
村
：
〝
南
の
琳
派
〞
へ
の
軌
跡
』（
別
冊
太
陽
〔
日
本
の
こ
こ
ろ
：

２
７
４
〕
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

太 

田
佳
鈴
「（
４
）
小
室
翠
雲
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
五
）」『
館
林
市
史
』
特
別
編
第
７
巻

／
館
林
の
文
化
と
芸
術
（
館
林
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
館
林
市
、
二
〇
二
一
年
）

『
南
画
名
作
展
図
録
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）

『「
近
代
の
文
人
画
」
展
図
録
』（
宮
城
県
美
術
館
、
一
九
九
三
年
）

『 

生
誕
１
０
０
年
記
念　

児
島
善
三
郎
展
』（
生
誕
１
０
０
年
記
念
児
島
善
三
郎
実
行
委
員

会
、
福
岡
市
美
術
館
、
千
葉
そ
ご
う
美
術
館
、
茨
城
県
近
代
美
術
館
、
小
田
急
美
術
館
、

三
重
県
立
美
術
館
、
一
九
九
四
年
）

『 

小
室
翠
雲
（
１
８
７
４
‐
１
９
４
５
）
展
―
館
林
に
生
ま
れ
近
代
南
画
の
大
家
に
―
』（
群

馬
県
立
館
林
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）

『 

栃
木
に
お
け
る
南
画
の
潮
流
―
文
晁
か
ら
魯
牛
ま
で
』（
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
〇
二
一

年
）

『 

南
画
×
近
代
（M

odern-A
ge

）
：
大
正
〜
昭
和
初
期
を
中
心
と
し
て
』（
富
山
県
水
墨

美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）

『
美
術
画
報
』（
弐
巻
四
十
六
編
、
畫
報
社
、
一
九
二
二
年
）

『
美
術
之
日
本
』（
十
四
巻
十
一
号
、
審
美
書
院
、
一
九
二
二
年
）

『
南
画
講
習
録
（
内
容
見
本
）』（
南
画
鑑
賞
会
、
一
九
三
五
年
）

『
南
画
鑑
賞
』
各
号

村 

田
隆
志
「（
旧
）
日
本
南
画
院
活
動
と
そ
の
意
義
―
現
代
水
墨
画
へ
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
美
術
史
学
会
、
二
〇
一
七
年
）https://w

w
w

.bijutsushi.jp/pdf-fi les/reikai-

youshi/2017_07_15_nishi_02_m
urata.pdf 

植
田
彩
芳
子
「
明
治
後
期
に
お
け
る
南
画
再
評
価
に
つ
い
て
」
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　図３《歳寒三友》小室翠雲
　　　　（『南画鑑賞』第６巻第１号）

　図２『南画鑑賞』（第５巻第７号）目次

図１『南画鑑賞』（第５巻第７号）表紙
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　図４《夏冬山水図屏風》小室翠雲　1923（大正12）年　群馬県立館林美術館
　　　 絹本墨画淡彩　六曲一双屏風

　図５《孔雀図》制作年不詳　茂林寺
　　　 絹本着色・軸　132.9×71.3㎝
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図７《踏断流水》石川寒巌　1929（昭和４）年
栃木県立美術館　紙本着色
214.7×122.9㎝

図６《三秋逸興図》大山魯牛　1929（昭和４）年
足利市立美術館　紙本着色　151.0×118.0㎝

図８《茅屋望渓図》小室翠雲　1917（大正６）年
個人蔵　絹本着色・軸　155.1㎝×41.3㎝

図９《竹林山水図》小室翠雲　1926（大正15）年
個人蔵　紙本墨画・軸　145.3㎝×39.4㎝

75 田中：小室翠雲の南画継承とその展開について―『南画鑑賞』を軸として―

－138－



図10《暮靄》大山魯牛　1928（昭和３）年
栃木県立美術館　絹本着色　110.0×85.0㎝

図11《夕》石川寒巌　1922（大正11）年
栃木県立美術館　紙本墨画　112.2×70.8㎝

図13《蓬莱仙宮図》
田崎草雲　1874（明治７）年頃
草雲美術館　絹本着色
175.0×85.0㎝

　図12《浅間山麓軍議図・龍昇天図》田崎草雲
　1869（明治２）年頃　草雲美術館
　（右）紙本淡彩／169.6×93.6㎝
　（左）紙本墨画／169.4×92.0㎝
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Abstract

Komuro Suiun’s Inheritance and Development of Nanga

－Focusing on“Nanga Kanshō”－

Souko TANAKA

　Komuro Suiun was a Nanga painter who tried to revive Japanese Nanga, which was on 

the verge of extinction, while producing painting from the Meiji to the Showa eras and be-

ing active at the Bunten and Teiten exhibitions. He is also the editor-in-chief of the maga-

zine“Nanga Kanshō”, which was published as the offi  cial journal of the“Nanga Kanshōkai”. 

In this research, I considered the signifi cance and results of Suiun’s activities to spread Nanga 

through“Nanga Kanshō”and Suiun’s painting.

　While interacting with various people, Suiun searched for“the ideal Nanga that I think of ”,

“Nanga to pass down to future generations”, and“Nanga that should be popularized among 

the general public”, and conveyed the results to the world. And I learned that he spread the 

goodness of Nanga widely to Japanese Western-style painters, intellectuals, and the general 

public.

　Furthermore, Suiun trained many disciples and created the possibility that Nanga would be 

passed on to future generations. As a result, it can be said that Suiun’s activities to popular-

ize Nanga, which he continued until his later years, created the possibility that Nanga will be 

passed on to future generations.

　In this short thesis, I focus on the relationship between Western-style painters and the gen-

eral public by deciphering“Nanga Kanshō”.

Key words：Komuro Suiun，Nanga，Literati painting，Nanga Kanshō
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